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R K K グループ各社売上高構成（ 2 0 2 1 年度）
会社名 売上高 構成比 会社名 売上高 構成比

琉球海運株式会社 21 ,903 46 .7% 株式会社沖縄輸送サービス 5,538 11 .8%

沖縄港運株式会社 4,579 9 .8% 株式会社九州輸送サービス 2,288 4 .9%

宮古港運株式会社 645 1 .4% 株式会社きょ う はい 550 1 .2%

八重山港運株式会社 791 1 .7% 国際輸送株式会社 762 1 .6%

沖縄荷役サービス株式会社 1,517 3 .2% 琉海リ ース株式会社 990 2 .1%

株式会社沖縄急送 6,469 13 .8% 株式会社ロジカルサポート 872 1 .9%

合　 計 46 ,904 100 .0%

※売上高一覧表は経営会議各社に（ 株）ロジカルサポート を含む。売上高はグループ間取引を含む単純合算値

と なり ます。

（ 単位： 百万）

沖縄港運株式会社

代表取締役社長  島袋 完徹

宮古港運株式会社

代表取締役社長  砂川 恵映

前期総括

　 令和4年6月22日（ 水）第86期の株主総会が開催さ れまし た。

総会では、第86期事業報告と決議事項議案の審議が行われ、い

ずれも全会一致をもって可決されました。

　 収益面については、琉球海運( 株) 定期船部門の減収はあった

が、不定期船部門の取り 扱い屯数増に伴う 増収や営業部門の一

貫輸送貨物の増収、新規事業として、中城湾港バイオマス発電

所の燃料荷役作業料や、米軍港湾荷役作業の増収もあり 、売上

高は前期比増収となりました。

　 費用面については、新規事業に連動し た直接作業費の増や、

人員補充に伴う 人件費増はあったものの、役職員一丸と なり 作

業員及び機材の適正配置転換で経費削減に取り 組んだ結果、当

期純利益を計上することができました。

今期抱負

　 港湾物流業界に於いては、人材不足や燃料価格高騰等厳しい

環境の中、業界の先行きはまだまだ不透明な状況に有ります。

当社は厳し い経営環境下にありますが、予定さ れている県内の

大型工事案件の荷役・ 輸送に係わる営業的活動を継続的に取り

組む事。又、中城湾港を利用し た新規顧客開拓に努めるととも

に、既存顧客への高品質で安定し たサービスを継続的に提供し

たいと思います。

前期総括

　 6月22日( 水) 、第66期の株主総会を開催した。

　 総会では、第66期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、
いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、新型コロナウイルスの影響で経済活動が

抑制さ れ、貨物実績ト ン数が減少し たこと により 売上高は前期

比減となった。

　 費用面については、人件費燃料費は上がったものの、取扱屯数減

に伴う 費用抑制で売上原価の減少と なった。販売費及び一般管理

費は本社屋修繕工事などにより 増加となり 前期比増となった。

　 以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負
　 依然として新型コロナウィ ルスによる影響で大変な状況ではご

ざいますが、人の移動制限が緩和さ れ入域観光客数も増加と 、

景気の回復も期待されます。
　 この様な中、宮古島市平良港総合物流センタ ーの運用開始や

平良港関連用地の活用が決定さ れ、それらの施設やヤード を有

効利用し 、地域経済の活性化に貢献できるよう 、荷主様へサー

ビス品質の向上に取り 組んでまいります。

　 又、我々が島の為に何ができるのかを常に念頭に置き、新た
な価値観に対応していけるよう 日々成長していき、更なる事業獲

得に努めてまいります。

　 今後ともなお一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう お願い申し

上げます。
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琉球海運株式会社

代表取締役社長  宮城 茂
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八重山港運 株式会社

代表取締役社長  新川 正人

沖縄荷役サービス株式会社

代表取締役社長  阿野 郎一

株式会社 沖縄急送

代表取締役社長  長嶺 直

株式会社 沖縄輸送サービス

代表取締役社長  翁長 孝藏

前期総括

　 6月15日( 水) 、当社第60期の定時株主総会の開催があった。

　 総会では、第60期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、499船の減便に伴い港運部門収入は減と

なるも一貫輸送部門及び配送料収入の増によって売上高は前期

比6,467千円（ ＋8％）増となった。

　 費用面については、人件費、燃料費及び貨物弁金等の増により 作

業原価増、役員報酬、減価償却費及び法定福利費等増により 販売

費及び一般管理費増と なり 前期比6,617千円（ ＋3.4％）増となった。

　 尚、特別損失（ 役員退職慰労金）の発生及び費用増となるも当

期純利益は63,308千円を計上するに至った。

今期抱負

　 来年2月に創業60周年を迎えるにあたり 、周年事業を役職員

一同検討し 実行に移せるよう 準備して参り ます。琉球海運㈱を

筆頭に歴史を積み重ね盤石な体制の会社、創業間も無く も未来

を切り 開く パワーのみなぎる会社。グループ各社に負けず劣らず

役職員一同、肩に力を入れすぎず頑張って参ります。

　 尚、社屋前の植栽に関しては、ご近所からも評判で今後も美

化活動は継続して参ります。

前期総括

　 6月21日（ 火）第57期の株主総会を開催した。

　 総会では、第57期事業報告と 決議事項議案が行われ、いずれ

も全会一致をもって可決された。

　 第57期の売上高は前期比4.0％増の増収となりました。

　 費用面で機械使用料等の値上げにより 作業原価が5.1％増加

するも、労使一体となって取り 組んできた費用対効果に対する意

識改革と行動により 、販売管理費を前期比3.9％改善し た結果、

経常利益は前期比3.2％増となり 6期連続の増益となった。

今期抱負

　 今期の経営方針に則り 、全社員が経営理念・ 基本行動指針を

理解し 行動できる取組みを行います。またOJT及びOFF-JTを積

極的に進め人財育成・ 業務品質強化・ 技術向上に向けて取り 組み

ます。それにより 、お客様満足度の向上・ 安心感を高め、お客様

から選ばれる企業を目指します。

　 また、働き方改革への対応を進め、さらに安全衛生委員会で

の労働環境改善で社員満足度の向上を図ってまいります。

前期総括

　 ６ 月22日( 水) 、第49期の株主総会を開催した。

　 総会では、第49期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、西崎営業所及び那覇港営業所を利用し た

一貫輸送貨物の新規獲得や保管貨物の増量により 売上高は前

期比増となった。

　 費用面については、貨物取扱量増による傭船料及び傭車料の増、

運送人件費並びに燃料油脂費の増加により 運送原価増、職員増に伴

う 人件費等の増により 一般管理費増と なり 費用は前期比増と なっ た。

　 以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

　 我が社の根幹は安全である。その安全を脅かすものは〝慣れ〟。

安全に対する意識にゆるみはないか。法令順守がお題目化していな

いか。今一度原点に戻って、意識づけや業務の改善を行っていく 。

　 そして、財務基盤の強化。適切かつ迅速な投資を実行しつつ、

会社の将来を見据えた財務管理体制の構築を目指していきたい。

「 今期の経営基本方針」

　 安全を第一に、グループ、荷主からの信頼を更に高め、業績向

上および費用圧縮の両面から経営目標の達成を目指し 、活力あ

る職場環境の改善に積極的に取り 組む。

前期総括

　 6月23日( 木) 、第45期株主総会を開催した。

　 総会では、第45期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面では、一般及び冷凍貨物輸送の取扱量がそれぞれ前

年度を上回り 、売上高は前期比増となった。

　 費用面については、貨物取扱量増に伴う 傭船、庸車費用の

増、大阪・ 東京・ 福岡の各支店施設費用が増と なった。また、一

般管理費においては社員増員に伴う 法定福利費等が増となり 、

前期比微増となった。

　 以上の結果により 、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

　 長引く 新型コロナ感染症の国内経済への影響や緊迫した世界

情勢における原油価格高騰など、なお続く 厳し い経済状況の中

ですが、グループ関連各社と の協調・ 連帯をより 緊密に、一層の

貨物獲得と 収益の増大を目標に掲げ、高品質輸送の提供、安心

安全な物流事業を構築し 、今期も社業の拡大と発展に向けて役

職員一丸となり 、全力を尽く してまいります。

株式会社 九州輸送サービス

代表取締役社長  宇都宮 剛

国際輸送 株式会社

代表取締役社長  宮城 勝

前期総括

　 6月22日( 水) 、第33期の株主総会を開催した。

　 総会では、第33期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、センター関連収入が発生したことで売上高

は前期比7.5% 増となった。費用面については、センター関連費用

が発生したことで売上原価10% 増、減価償却費などの増加により

販売費及び一般管理費増となり前期比14.3% 増となった。

以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

【 顧客創造とキャッシュ・ フローの創出】

　 顧客（ 荷主）創造は、事業目的の一つであります。

　 従来型の荷主の拡張と 今まで取り 扱っていなかった荷主＝新

規顧客をどれだけスピード 感を持って増加させることが昨年から

今年を含めた3ヶ年の最大目標となります。

　 また、的確な投資の継続とそこから生じ るキャッ シュ・ フロー

を拡大することも今後の成長につながっていきます。今年度は、

昨年度に引き続きセンタ ー稼働の最大化に傾注して参ります。

前期総括

　 6月22日、第36期の株主総会が開催された。

　 総会では、第36期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面では、貨物利用運送事業分野の営業活動強化や、新規

顧客の獲得などもあり 、売上高前年比増となった。

　 費用面については、職員待遇改善による人件費増、売上増に

伴う 費用増及び燃料費高騰などで売上原価増。一般管理費は減

となったものの、前期比増となった。

　 以上の結果、当期純利益を計上する事が出来た。

今期抱負

　 2022年度は「 W ithコロナ」を見据え、経済の変化に対応出来

るよう 経営基盤確立に努めて参ります。

　 コンプライアンスを遵守し 、安全を最優先に労働環境の整備

を図りつつ、倉庫事業及び運送事業の業務合理化を行い、収益

率アップを目指します。

　 また、引続き琉球海運グループ各社とより 一層の連携を図り 、

質の高い物流サービスをご提供出来るよう 独自の物流構築と 営

業拡大に努めて参ります。

九輸運送 株式会社

代表取締役社長  宇都宮 剛

前期総括

　 6月22日( 水) 、第22期の株主総会を開催した。

　 総会では、第22期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、取扱貨物量の増加により 売上高は前期比

5.1% 増となった。

　 費用面については、社外傭車料の増加により 売上原価6.1%

増、人件費等の増加はあったが、通信費等の減少により 販売費

及び一般管理費減となり 前期比0.6% 減となった。

　 以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

【 業務拡大攻勢の年度と 位置付ける】

　 従来からの㈱九州輸送サービスの専属的な下請けからの脱却

を図ることを目的とし た。これにより自立した経営を目指す事を

今年度の目標とする。その為に配送車輌を1.6倍に増車し 、その

機動性を向上さ せることで収入の大幅増加を見込む。併せて、

ド ライバー要員の確保にも目途をつけ、傭車比率を30～40% と

し 収益の増加を目論む。

　 更に、センタ ー機能を有効に使う 事で、コンテナ等の稼働効

率を向上させていきたい。

株式会社きょ う はい

代表取締役社長  嘉数 正春

前期総括

　 6月22日( 水) 、第42期の株主総会を開催した。

　 総会では、第42期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも 全会一致をもって可決さ れた。収益面については、当

社の主力であるキャリヤカー部門が半導体供給不足に付随し た

中古車の価格高騰に苦し みながらも徐々に持ち直し の動きを見

せ始め、売上高は前期比増と なった。費用面については、減価

償却費、リ ース料の減による売上原価減、人件費減により 販売

費及び一般管理費が減となり 前期比減となった。

　 以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

　 今期は2024年4月より 始まる「 働き方改革」への対応準備に取

り 組みたいと 思います。その為の業績拡大を目指す上でもコ ロ

ナ禍の収束が待たれますが、経済を回す施策が功を奏しての観

光業の戻りと 連動してよう やく 回復の兆し が見えつつある中で、

この機を逃さぬよう 各々の職責を果たしつつ社員と 一丸となって

前進していきたいと 思います。
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《 連載》 思い出の酒
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沖縄ロジテム 株式会社

代表取締役社長  前田 三喜夫

湧川運輸 株式会社

代表取締役社長  湧川 祐一

琉海リ ース 株式会社

代表取締役社長  山城 博美

前期総括
　 令和４ 年6月21日（ 火）第37期の定時株主総会を開催した。

　 総会では、第37期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、いずれも全会一

致を以って可決された。

　 当事業年度収益については、収束の兆し が見えないコ ロナ禍の中、固定荷主の深

耕営業で関係する貨物の取扱い増、並び前期（ 36期）より 延期さ れてきた作業案件

の開始取組増が貢献し 、売上高は前期比増となった。

　 費用面については、前期同様、倉庫保管の過剰在庫に伴う 外注倉庫委託料は増加

し たが、使用機材・ 資材費・ 外注作業費なども含め、作業効率化を図り 全体の経費節

減に努めた結果、売上原価は前期比とほぼ変わらない数値となり 増減なしとなった。

　 販売費および一般管理費は、コ ロナ感染症対策費用および退職手当の発生もあったが、

リ モート ( オンライン) 会議・ 研修等による移動経費減により 前期対比減の結果と なった。

　 以上の結果、損益については、当期純利益を計上することになった。

今期抱負
　 弊社は、第37期定時株主総会をステイクホルダ様のご支援の下、無事に終了す

る運びとなりました。今期もウイズコロナに対応する経営環境下となります。「 過去

を変えること はできません。」「 未来は予測できません。」今、未来を変えるには課

題を顕在化させ、その解決に傾注し「 選択と集中」を図ることです。

　 近年どの業界に於いても持続可能（ サステナブル）な経営を目指し 、ITは無論、DX

（ デジタルト ランスフォーメ ーショ ン）は必要不可欠な課題と捉えています。当社も“ビ

ジネスモデルへの変革”に向け会社全体で取り 組んでいる所です。第１ ステージの「 デ

ジタイゼーショ ン」による業務の省力化や効率化を図る改善については、メ ーカー主

導の基、定形業務を自動化する「 ＲＰＡ システム」の導入を行いまし た。結果、業務処

理に係り時間が短縮され自動化を図ることでペーパーレス（ 100％）が可能となります。

　 また、ラスト マンマイル（ 領域）の配送機能システム（ I OT）の導入に依って、①伝

票のデジタル化、②ハンディ 携帯、③受領完了、④配送管理を一元化で管理し 革新

的なインフラ 整備を 図って行きます。引き続き、中期計画に向け、第２ ステージ「 デ

ジタライゼーショ ン」の業務領域を絞り 込み顧客ニーズに対応していく こと になりま

す。そのためには全社員が自己変革にチャレンジすることが必要不可欠と なります。

前期総括

　 6月21日、第20期の株主総会を開催した。

　 総会では、第20期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、

いずれも全会一致をもって可決された。

　 収益面については、新型コロナで車両稼働率が低下する中、

既存取引先との料金見直し 、新規商談獲得等の努力により 前期

比増となった。

　 費用面では、軽油の高騰および車両老朽化対策費の増加によ

り 売上原価は前期比増となり 、販売費及び一般管理費は前期比

減となった。

　 以上の結果、当期純利益を計上することになった。

今期抱負

　 今期も新型コロナの再拡大や軽油燃料の高止まり が予想さ れ

る中、利益確保に向けた生産性向上への工夫・ 改善、標準運賃

収受を実行していきます。

　 当社は4月をもって創立20周年を迎えました。長年に渡り当社

を支えて下さった皆様には心より 感謝を申し 上げ、今後もお客

様のニーズに応えられるよう 努めて参ります。

前期総括

5月19日( 木) 、第51期の株主総会を開催した。

総会では、第51期事業報告と 決議事項議案の審議が行われ、い

ずれも全会一致をもって可決された。

収益面については、一件の需要家の減と 軽石の海上浮遊問題

で、航行を阻害されたことで、売上高は前期比減となった。

費用面では、軽石対策改造で売上原価が増え、販売費及び一般

管理費はほぼ横ばいとなった。

　 以上の結果、当期純損失を計上することになった。

今期抱負

　 船舶の安全な航海を継続するために、長年課題と なっている

船員の確保と 世代交代は、機関長の若返り が達成さ れる見込み

で、今年度内にて実現したい。

採算面での改善に於いては、船員対策として100円／㌧と 燃料

費の変動調整金を7月より 確保しており 、来年4月以降には、修

繕費等の値上げも計画して、稼働率一辺倒からの脱却を図り 、

社員・ 船員及びその家族の方々が、安心して暮らせる職場環境造

りを目指したい。

前期総括

　 ６ 月23日( 木) 、第36期株主総会を開催した。

　 総会では、第36期事業報告と決議案の審議が行われ、

いずれも全会一致を持って可決された。

　 収益面では、コンテナ・ト レーラーの新規契約件数が増となり

売上高は前年比増となった。

　 費用面については、売上原価が増、販売費及び一般管理費は

減となった。

　 以上の結果当期純利益を計上することになった。

今期抱負

　 2022年度は、リ ース及び割賦の契約拡大を図り 、経営の安定

化に取り 組んでいきます。そして、RKKグループ各社の皆様の設

備計画に向けての手助けとなるよう 努めます。最後に、新型コロ

ナウイルスの感染者減少により 、通常生活に戻れることを願って

います。

株式会社ロジカルサポート

代表取締役社長  島袋 剛
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琉球海運グループ、国内最南端・ 最終ポート で一般貨物配送集荷、

引越貨物配送集荷等、 日々多彩な業務を行う 。わ
た
し
の

仕
事

　
第

七

回

Interview

私たち 陸運部集配課は、乗務員（ 男性1 4 名、女性1

名）、内勤業務（ 男性2 名、女性3 名）の2 0 名で構成する部

署です。

主に貨物の集配、車両管理、運行管理、大量の集配送

伝票を捌いたりする中でも、笑顔の絶えない毎日です。

沖縄地方の梅雨が明け、夏本番がやってまいりました。

新型コロナウイルスにより 、様々な催し 物が中止又は延

期となりお酒を飲む機会が無く（ 減り ）なった。早く 懇親を

深める（ お酒を美味しく ）事が出来るよう 、新型コロナウイ

ルスの終息を願い、職場家庭において感染対策の徹底を

実施し 、業務に励みます。

Leader’s Voice

ここ 石垣島は最終ポート になっており入港(入荷後)

は食糧・ 生活雑貨などの、必要物資をお客様へ届ける

重要拠点であるとも言えます。

日々、乗務員による お客様への接客、サービ ス 向

上、質の良い安心・ 安全な輸送を目標に取り 組んでお

ります。

こ れから も皆様のご哀願よろしく お願いいたします。

  

（ 具志堅部長）

部署メ ンバー紹介

八重山港運株式会社　 陸運部集配課
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の
で
、
長
期
間
の

乗
船
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
苦
痛
に
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
強
い
て
言
え
ば
、
時
化
て
い
る
時
の
航
海
が
大

変
で
す
。

　
通
常
時
よ
り
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
本
数
を
多
め
に

と
っ
た
り
、
巡
視
を
頻
繁
に
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
船
体
も
揺
れ
る
た
め
、
ゆ
っ

く
り
休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
･
･
･
。

　
ま
た
、
一
等
航
海
士
は
中
間
管
理
職
の
よ
う
な

立
場
で
あ
り
、
船
長
の
意
見
と
甲
板
部
員
の
意
見

を
上
手
く
折
り
合
い
付
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

そ
の
点
は
大
変
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
と

思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
み
や
ら
び
Ⅱ
で
台
湾
か
ら
那
覇
向
け
に

航
海
中
、
沖
縄
近
海
か
ら
台
風
が
接
近
し
て
き
た

時
、
台
風
と
2
0
0
マ
イ
ル
く
ら
い
の
距
離
を
保

ち
な
が
ら
、
台
湾
か
ら
48
時
間
か
け
て
那
覇
ま
で

航
海
し
た
こ
と
が
凄
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

台
風
接
近
時
は
波
も
高
く
船
体
も
大
き
く
揺
れ

る
た
め
、
手
動
で
舵
を
取
る
必
要
が
あ
り
、
緊
張

感
が
漂
う
長
時
間
の
航
海
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、一
等
航
海
士
と
し
て
新
造
船
あ
や
は
し

の
受
け
取
り
を
行
っ
た
際
は
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く

非
常
に
良
い
経
験
で
し
た
。

甲
板
部
の
取
り
ま
と
め
役

一
等
航
海
士
!!

PR OFILE

琉球海運株式会社

一等航海士  松井 祐磨

2010年4月1日入社

出身： 京都府八
や

幡
わた

市

履歴： 国立研究開発法人水産研究・

教育機構 水産大学校

趣味： 夫婦で温泉巡り 。 特に、熊本県

の黒川温泉は休暇の度に訪れ

る 程おすすめスポッ ト です。

内勤メンバー社屋前の向日葵（ 陸運部）

意外と 知ら ない？ グループ 企業のお仕事。今回は「 八重山港運株式会社  陸運部集配課」のお仕事を 紹介し ます。

下地 武

本盛 係長

新里 正信

仲松 係長

平良 主任

村山 尚

玉城 俊忍

森 恵美

友利 聡美

仲間 課長

渡久地 直樹

伊豆味次長
（ 大先輩♪）

友利 係長

仲原 係長

具志堅 部長

髙良 誠

平良 鮎美

佐藤 潤

安里 秀樹
請盛 宏太

上地 宏典
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RKK Group News 琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお伝えし ます

平
成
29
年
度
よ
り
宮
古
島
市
が
整
備

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
平
良
港
総
合

物
流
セ
ン
タ
ー
が
令
和
4
年
7
月
よ
り

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

本
施
設
は
、
延
べ
床
面
積
4
，
0
2
0

㎡
、
荷
さ
ば
き
及
び
倉
庫
機
能
を
設
け

R
K
K
船
舶
が
停
泊
す
る
岸
壁
か
ら
す

ぐ
の
場
所
に
位
置
し
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
ま
た
物
流
シ
ス
テ
ム
の

効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

弊
社
も
施
設
を
有
効
活
用
し
、
多
様

化
す
る
時
代
の
波
に
合
わ
せ
、
新
た
な

価
値
観
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
日
々

成
長
し
て
い
き
、
島
の
支
え
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

今
後
と
も
、
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

RKK Group News
琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお知ら せし ます

宮
古
港
運 

株
式
会
社 

平
良
港
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
式

R
L
C
建
造
現
場

進
捗
状
況

2
0
2
3
年
5
月
の
完
成
を
予

定
し
て
い
る
琉
球
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
（
通
称

：

R
L
C
）
の

建
造
現
場
を
一
緒
に
空
か
ら
覗
い

て
み
ま
し
ょ
う
! !

土
壌
の
整
備
が
終
わ
り
、
6
月

時
点
で
は
既
に
倉
庫
の
基
礎
部
分

の
工
事
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

使
用
し
て
い
る
重
機
が
当
セ
ン

タ
ー
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
ね
。

引
き
続
き
建
造
現
場
の
進
捗

状
況
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
～
！

平良港総合物流センター

A F T E R N O O N
T E A  T I M E

琉
球
海
運 

株
式
会
社

土壌整備の様子PC柱及び梁工事の様子
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　 日々のお仕事お疲れ様です。

　 冷たい飲み物やアイスクリ ームが美味し い季節になり まし た。つい

食べ過ぎてし まう ので、夏バテになら ないよう に涼し い室内では温か

い飲み物も 摂るよう に気をつけています。

　 そこで私が自宅でよく 飲んでいる中国茶についてご紹介さ せてく だ

さ い。

　 中国茶は数え切れないほど品種があり ますが、茶葉の発酵度によっ

て6 種類に分けら れます。発酵が少ない方から 緑茶、白茶、黄茶、青

茶、紅茶、黒茶と 分類さ れ、ポピュラ ーな烏龍茶は青茶、プーアル茶

は黒茶に入り ます。紅茶のキーマンは世界三大銘茶としても 知ら れて

います。

　 他には棗や白キクラゲ、乾燥さ せた果物等に氷砂糖で甘みをつけた

八宝茶や、茶葉に花の香り を 付けた花茶があり 、お馴染みのさ んぴん

茶（ ジャスミ ン茶）は「 花茶」に分類さ れます。

　 ジャスミ ン茶と さ んぴん茶はどちらもジャスミ ンの花で香り 付けし た

お茶ですが、色や風味が異なり ます。それはジャスミ ン茶が緑茶、さ ん

ぴん茶が烏龍茶の葉を 使用しているも のが多いこと から なんだそう で

す。（ 個人的にはさ っ ぱり 頂きたい時はジャスミ ン 茶、し っ かり お茶を

味わいたい時はさ んぴん茶を飲むこと が多いです。）

　 このジャスミ ン 茶の加工品で「 工芸茶」と いう も のがあり 、最近のお

気に入り です。

　 工芸茶は1 9 8 0 ～9 0 年代に考案さ れたと 言われていて、中国茶の

なかではまだまだ歴史が浅いお茶です。職人さ んがひと つひと つ手作

業で緑茶の葉を束ね、丁寧に花を包んで鞠のよう な形に仕上げるまさ

に工芸品です。

　 お湯を注ぐと ゆるやかに茶葉が開き中から 花

が顔を出す様子は、つぼみから 花が咲いていく

姿そのも のでじ っと 眺めているとと ても 癒やさ

れます。飲み終わった後も 、透明な 容器に水と

一緒に入れておく と 水中花として一週間ほどは

楽し むこと が出来ます。

　 知名度はまだそれほどではないのですが、専

門に取り 扱う お店も 少し ずつ増えています。味

だけでなく 目でも 楽し める工芸茶、機会があれ

ば一度お試しく ださ い。

琉
球
海
運
株
式
会
社  

東
京
支
店  

古
田 

恵
美
子

水
中
で
ゆ
っ
く
り
と
花
が
開
く

姿
を
愛
で
る 

癒
し
の
時
間

建
造
現
場
を

ウ
ォ
ッ
チ
！

琉
球
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：
R
L
C
）



琉
球
海
運 

株
式
会
社

RKK Group News 琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお伝えし ます

安
全
祈
願
（
観
音
堂
参
拝
）

「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者
表
彰

優秀作業員表彰及び若手優秀社員表彰港湾貨物運送事業労働災害防止協会沖縄総支部

2022年度 功労・ 功績・ 優秀作業員表彰式

2 0 2 2 年6月30日

●  優秀賞（ 1 名）玉掛け作業員

玉掛け作業有資格者であって、
満10年以上無災害の者

  沖縄荷役サービス株式会社  

港運部 作業課 主任

宮
みや

良
ら

 善
よ し

彦
ひこ

陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部

2022年度 陸災防沖縄県支部長表彰

2 0 2 2 年5月25日

事業従業員と し て1 0 年以上作業事故がない者

沖縄荷役サービス株式会社 港運部 輸送課 職員 比
ひ

嘉
が

 清
き よ

人
ひと

自動車安全運転センタ ー

2022年度 第1期優秀安全運転事業所表彰

2 0 2 2 年7月1日

●  銅賞

 沖縄荷役サービス株式会社

今年度も 職員一 同、我社の理念「 何より も 安全

を優先し 」を念頭に安全作業に努めていきます。

今日も一 日『 ゼロ災でいこう 、ヨ シ！！』

八
重
山
港
運 

株
式
会
社 

沖縄港運 株式会社 沖縄荷役サービス 株式会社 

　
4
月
23
日
（
土
）
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た

新
事
業
年
度
に
お
け
る
「
無
事
故
・
無
災
害
」

及
び
、
社
員
の「
無
病
息
災
」を
祈
願
し
、
市
内

「
冨
﨑
観
音
堂
」に
て
安
全
祈
願
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
に
よ
り
、
執
行
メ
ン
バ
ー
は
役
員
管

理
職
・
組
合
役
員
の
み
と
自
粛
モ
ー
ド
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
で
あ
れ
ば
、
こ

の
あ
と
社
内
レ
ク
や
繁
忙
期
慰
労
会
が
あ
っ

た
は
ず
。
。
ひ
っ
そ
り
と
手
を
添
え
、「
皆
で
一

堂
に
会
し
、
肩
を
並
べ
て
乾
杯
＆
声
高
々
と
談

笑
し
た
い
」
と
、
一
人
+
α
を
祈
念
す
る
私
が

そ
こ
に
い
ま
し
た
。（
総
務
部

　
宮
良
）

　
7
月
26
日
、
那
覇
市
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

に
て『
令
和
四
年「
海
の
日
」海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式

典
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
式
は「
海
の
日
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を

願
う
日
」を
国
民
に
広
め
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
当
社
か
ら
は
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
の
優

良
船
員
部
門
に
て
、
漢
那
浩
明
一
等
航
海
士
と
喜
屋
武

司
甲
板
長
、
池
間
正
人
甲
板
長
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
御
三
方
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

7月7日（ 木）沖縄港運本社にて、港湾貨物運送事業労働災害防止

協会主催の優秀作業員表彰及び若手優秀社員表彰がありました。

沖縄港運より 、荷役機械運転優秀賞２ 名、玉掛作業員優秀賞２

名、若手優秀社員として1名の社員が表彰さ れまし た。

●  荷役機械運転優秀賞

荷役機械の有資格者であって、満1 0 年以上無災害の者

作業部作業一課 大原 茂（ フォ ークリ フト ）

 機材部 平良 彰健（ フォ ークリ フト ）

●  玉掛作業優秀賞

玉掛作業の有資格者で、満15 年以上無災害の者

 作業部作業一課 宮城 勝広（ 玉掛け）

 作業部作業二課 宮城 光清（ 玉掛け）

●  若手優秀社員推薦基準

1．職務に忠実で業績も 優秀であり 、

他の模範として推奨できること

2．誠実かつ円満で職場の人間関係

にも寄与していること

3．18歳以上25歳未満であって、3年

以上勤務する正規社員であること

4．以上のほか、表彰審査会が必要

と 認める要件を満たしていること

 機材部　 上良 脩人

功
労
者
表
彰

作業員表彰

写真左から宮城光清、宮城勝広、大原茂、平良彰健

池間正人甲板長 喜屋武司甲板長 漢那浩明一等航海士

琉
球
海
運
株
式
会
社  

役
員
退
社
式

　
6
月
23
日
、
琉
球
海
運
本
社
に
て
、
平
原
隆
美
専
務
の
退
社
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
原
氏
は
2
0
1
5
年
に
入
社
し
執
行
役
員
船
舶
部
長
、
常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を

歴
任
し
ま
し
た
。
在
任
中
は
船
舶
7
隻
体
制
へ
の
移
行
や
陸
上
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
な

ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
7
年
間
、
当
社
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年もコロナ禍での安全祈願

上／退社式記念撮影（ 1列目中央）

右／本社フロアにて

15 14RYU K AI  n o.302  Su m m er 2022 りゅう かい n o .3 02   2 0 22 年 夏季号



赴
任
・
出
向
レ
ポ
ー
ト

琉
球
海
運
（
株
） 

大
阪
支
店

宮
城 

真
大

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

2
0
2
1
年
10
月
1
日
付
け
で
大
阪
支
店
に

着
任
致
し
ま
し
た
宮 ミ

ヤ

城ギ

真マ
サ

大ヒ
ロ

と
申
し
ま
す
。

大
阪
で
生
活
し
始
め
て
早
半
年
が
経
ち
ま
す

が
、
正
直
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん
。

関
西
人
特
有
？
の
ノ
リ
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
圧
倒
的
ス
ピ
ー
ド
感
、
そ
の
他
諸
々
。

と
、
ま
さ
に
異
世
界
転
生
し
た
気
分
。

は
た
し
て
私
が
い
き
て
い
け
る
の
か
と
思
う

日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
主
な
業
務
内
容
で
す
が
大
阪
航
路
の

船
舶
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
業
務
等
～
（
同
期
の
堀
主
任

が
執
筆
し
ま
し
た
「
わ
た
し
の
仕
事

　
第
５
回

R
Y
U
K
A
I

v
o
l
・
3
0
0

13
ペ
ー
ジ
」
参

考
）で
す
。

字
数
制
限
が
あ
る
の
で
本
社
勤
務
時
代
の
業

務
等
は
泣
く
泣
く
割
愛
い
た
し
ま
す
が
、
興
味

の
あ
る
方
は
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

月
並
み
な
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
１
日
で

も
早
く
琉
球
海
運
グ
ル
ー
プ
の
力
に
な
れ
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

琉
球
海
運
（
株
） 

東
京
支
店

喜
舎
場 

秀
人

10
月
1
日
付
け
で
東
京
支
店
に
異
動
と
な
り

ま
し
た
喜
舎
場
秀
人
で
す
。

本
社
で
3
年
半
（
先
島
・
ト
ラ
ン
パ
ー
）
勤
務

し
東
京
支
店
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
支

店
に
赴
任
し
約
半
年
が
経
ち
、
業
務
に
も
や
っ

と
慣
れ
て
き
た
と
思
え
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が

出
て
き
て
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
特
に
本
船
業
務
は
、
フ
ォ
ア
マ
ン

と
の
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
、
船
内
の
緻
密
な
ス

ペ
ー
ス
計
算
が
必
要
な
の
で
大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
船
業
務
時
は
荷
役

立
ち
合
い
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
為
ヤ
ー
ド
を
走
り

回
る
こ
と
が
多
く
、
有
酸
素
運
動
を
意
識
せ
ず
と

も
行
え
る
の
で
な
ん
だ
か
体
が
絞
れ
て
き
た
気

が
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
株
）

新
城 

健
吾

2
0
2
1
年
4
月
よ
り
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

（
R
L
K
）へ
出
向
し
て
お
り
ま
す
新
城
で
す
。

こ
れ
ま
で
従
事
し
て
き
た
海
運
業
と
異
な
る

業
態
に
飛
び
込
み
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

R
L
K
で
は
倉
庫
グ
ル
ー
プ（
常
温
倉
庫
・
低

温
倉
庫
）と
運
輸
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
物
流
部
に

着
任
し
ま
し
た
。
日
頃
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、

入
居
者
様
と
の
庫
内
・
配
送
業
務
の
打
ち
合
わ
せ

に
は
じ
ま
り
、
倉
庫
施
設
面
で
は
自
動
倉
庫
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
施
設
修
繕
打
ち
合
わ
せ
の
他
、
人

材
に
係
る
と
こ
ろ
で
採
用
面
接
や
派
遣
会
社
担

当
者
と
の
や
り
と
り
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

日
々
発
生
す
る
問
題
は
、
R
K
K
の
大
先

輩
で
あ
る
上
司
に
ご
助
言
を
頂
き
、
一
方
で
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
職
員
や
乗
務
員
に
支

え
ら
れ
乗
り
越
え
る
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

設
立
よ
り
月
日
が
浅
い
会
社
で
あ
る
が
ゆ

え
、
こ
れ
か
ら
作
り
上
げ
る
事
も
多
く
、
琉
球

海
運
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
お
力
添
え
を
賜
る
事

も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
株
）
沖
縄
急
送

中
田 

悠
斗

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
3
年
10
月
1
日

付
け
で
琉
球
海
運
㈱
か
ら
㈱
沖
縄
急
送
に
出
向

致
し
ま
し
た
中
田
悠
斗
と
申
し
ま
す
。

新
た
な
環
境
と
な
る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
不
安

な
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、
㈱
沖
縄
急
送
の

上
司
・
同
僚
に
温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら
い
安

心
し
て
業
務
を
行
え
て
お
り
ま
す
。

浦
添
西
洲
本
社
に
勤
務
し
て
10
か
月
が
た

ち
、
最
初
の
６
カ
月
は
引
越
担
当
と
し
て
、
今

は
県
外
担
当
と
し
て
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
琉

球
海
運
本
社
で
は
2
年
半
を
先
島
担
当
と
し
て

業
務
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
航
路
・
業
務
内

容
な
ど
す
べ
て
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な

く
、
日
々
新
鮮
で
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
る
な

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
出
向
の
機
会
に
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、

吸
収
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

赴任

赴任

出向

出向

RKK  Grou p  H um an  reso urces

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日

陸
上
【
委
嘱
を
解
く
】

専
務
取
締
役

宮
城

勝

（
常
務
取
締
役
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
兼
任
）

陸
上
【
委
嘱
】

常
務
取
締
役
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
兼
任

高
宮
城

実
人
（
取
締
役
営
業
部
長
）

取
締
役

船
舶
部
長角

善
晴
（
船
舶
部
長
）

取
締
役

企
画
部
長外

間

博
一
（
企
画
部
長
）

【
昇
進
】

営
業
部
長

濱
元

朝
尚
（
営
業
部
次
長
）

令
和
四
年
七
月
一
日

陸
上
【
本
採
用
】

書
記
三
級

平
良

理
子

書
記
三
級

山
川

航
太
朗

書
記
三
級

中
林

新

海
上
【
本
採
用
】

甲
板
員

高
橋

拓
朗

甲
板
員

熱
田

凪
杜

甲
板
員

藏
下

瑠
加

機
関
員

松
田

丈

司
厨
手

松
川

国
彦

令
和
四
年
七
月
三
十
一
日

陸
上
【
任
期
満
了
】

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス（
株
）

比
嘉

貴
之

（
総
務
部
付
琉
球
海
運
（
株
）福
岡
支
店
出
向
）

令
和
四
年
八
月
一
日

陸
上
【
昇
格
】

副
参
与

総
務
部
付
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス(

株)

出
向

大
湾
一

（
参
事
総
務
部
付
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス（
株
）出
向
）

副
参
与

大
阪
支
店
副
支
店
長

親
川

博
光
（
大
阪
支
店
課
長
）

参
事

営
業
部
課
長真

栄
平

亮
（
営
業
部
課
長
代
理
）

参
事

営
業
部
課
長屋

宜

浩
之
（
営
業
部
課
長
代
理
）

参
事

グ
ル
ー
プ
戦
略
室
課
長

大
塚

遼
平

（
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
課
長
代
理
）

参
事

企
画
部
課
長與

座

大
介
（
企
画
部
課
長
代
理
）

副
参
事

企
画
部
課
長
代
理

知
念

龍
（
企
画
部
係
長
）

副
参
事

R
L
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
課
長
代
理

新
垣

優
紀

（
R
L
C
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
係
長
）

【
委
嘱
を
解
く
】

常
務
取
締
役

高
宮
城

実
人

（
常
務
取
締
役
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
兼
任
）

【
異
動
】

参
与

グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長

塩
川

勲
（
東
京
支
店
副
支
店
長
）

副
参
与

東
京
支
店
副
支
店
長

高
崎

裕

（
台
湾
駐
在
員
事
務
所
所
長
）

副
参
与

営
業
部
次
長

田
里

和
巳

（
福
岡
支
店
副
支
店
長
）

主
事

福
岡
支
店
係
長

又
吉

正
一
郎
（
営
業
部
係
長
）

地
域
限
定
社
員

営
業
部

石
塚

知
晴
（
総
務
部
）

【
昇
進
】

契
約
社
員

台
湾
駐
在
員
事
務
所
所
長

清
水

進
（
台
湾
駐
在
員
事
務
所
副
所
長
）

【
出
向
受
入
】

総
務
部
付
福
岡
支
店
課
長
代
理

酒
井

博
登

（
沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス（
株
）よ
り
出
向
）

海
上
【
試
採
用
】

甲
板
手

嶺
井

佑
也

機
関
員

村
山

裕
之
介

【
昇
格
】

二
等
航
海
士

下
条

琢
己

二
等
機
関
士

玉
城

拓
海

二
等
機
関
士

石
川

真
太
郎

令
和
四
年
四
月
三
十
日

【
退
職
】

九
州
・
先
島
定
航
部
次
長

高
江
洲

壮

中
部
支
店
業
務
課

マ
ッ
ク
レ
ー
ロ
ミ
ー
カ
ー
デ
ナ
ス

令
和
四
年
六
月
一
日

【
異
動
】

九
州
・
先
島
定
航
部
業
務
課

饒
波

葵
里
子
（
作
業
部
作
業
二
課
）

令
和
四
年
六
月
三
十
日

【
退
職
】

企
画
部
管
理
課
係
長

上
原

義
史

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

【
昇
進
】

取
締
役
総
務
部
長砂

川

政
範
（
総
務
部
長
）

令
和
四
年
八
月
一
日

【
試
採
用
】

営
業
部
営
業
課

桃
原

桃
花
（
契
約
社
員
）

【
契
約
社
員
登
用
】

港
運
部
作
業
課

小
濱

英
人

令
和
四
年
八
月
一
日

【
異
動
】

営
業
部
業
務
課
主
任

比
嘉

貴
之

（
総
務
部
付
琉
球
海
運（
株
）福
岡
支
店
出
向
）

【
出
向
】

総
務
部
付
琉
球
海
運
（
株
）
福
岡
支
店
課
長
代
理

酒
井

博
登

（
営
業
部
外
航
・
代
理
店
課
）

令
和
四
年
五
月
十
六
日

【
異
動
】

福
岡
支
店
係
長

伊
志
嶺

太
基

（
営
業
部
営
業
係
長
）

令
和
四
年
八
月
一
日

【
昇
進
】

施
策
調
整
推
進
室
セ
ン
タ
ー
長

黒
川

貴
峰
（
施
策
調
整
推
進
室
次
長
）

営
業
部
副
部
長

深
川

賢
一（
営
業
部
次
長
）

営
業
部
管
理
課
主
任安

河
内

元
帥

（
営
業
部
営
業
管
理
課
担
当
職
）

琉
球
海
運 

株
式
会
社

宮
古
港
運 

株
式
会
社

八
重
山
港
運 

株
式
会
社

沖
縄
港
運 

株
式
会
社

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社 

九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社

琉球海運グループ 人事情報
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郷愁Nostalgia

愁
が
テ
ー
マ
と
聞
い
て
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の

が
台
湾
で
し
た
 
懐
か
し
い
人
の
顔
が
次
々
と
脳

裏
に
浮
か
び
ま
す
 
と
 
言
う
の
も
２
０
１
９
年
４
月
～

2
0
2
1
年
３
月
ま
で
私
は
台
湾
に
あ
る﹁
沖
縄
県
台
北
事

務
所
﹂に
出
向
し
て
お
り
ま
し
た
 
主
な
仕
事
の
内
容
は
沖

縄
物
産
・
観
光
Ｐ
Ｒ
 
沖
縄
と
台
湾
の
交
流
が
目
的
で
す
 

　
し
か
し
 
２
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
く
イ
ベ
ン
ト

活
動
が
出
来
ず
 ﹁
自
分
に
何
か
出
来
る
事
は
な
い
か
﹂と
 

考
え
ま
し
た
 
そ
し
て
 
パ
ッ
と
閃
い
た
こ
と
が
 
自
ら
が

看
板
に
な
っ
て
台
湾
一
周
10
日
間
自
転
車
に
乗
っ
て
沖
縄
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ぞ
！
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
 ﹁
Ｂ
ｅ
．Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ

ｗ
ａ
﹂の
フ
ラ
グ
を
自
転
車
に
差
し
 
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
る
 
そ
し
て
 
台
湾
を
走
り
ま
く
る
 

　
有
給
を
取
っ
て
自
腹
で
！
そ
う
意
気
込
ん
だ
の
で
す

が
 
現
実
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
し
た
 
６
月
の
気
温

が
30
℃
を
超
え
る
酷
暑
の
中
ひ
た
す
ら
自
転
車
を
漕
ぐ
 

宿
泊
は
当
日
予
約
で
素
泊
ま
り
（
空
き
が
あ
れ
ば
）
 
さ
す

が
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
 

　
そ
し
て
 
試
練
は
環
境
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 
山
の
中

を
走
っ
て
い
た
ら
い
き
な
り
黒
い
大
き
な
野
犬
に
飛
び
か

か
り
そ
う
な
勢
い
で
吠
え
ら
れ
 
必
死
で
逃
げ
る
私
を
執

拗
に
追
い
か
け
て
き
た
ん
で
す
 
く
た
く
た
の
中
 
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
何
と
か
逃
げ
切
れ
ま
し
た
が
本
当
に
怖
か
っ
た

で
す
 
ま
た
 
高
雄
地
区
で
は
ペ

ダ
ル
が
取
れ
て
破
損
 
そ
の
先
に
山
越
え
が

あ
っ
た
の
で
直
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
こ
の
時
も

か
な
り
焦
り
ま
し
た
 

　
で
も
こ
ん
な
困
難
続
き
の
中
 
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の

が
通
り
す
が
り
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
現
地
の
方
々
の
励

ま
し
で
す
 ﹁
加
油
﹂（
ジ
ャ
ー
ヨ
）
頑
張
れ
と
言
う
意
味
 

満
面
の
笑
み
で
手
を
振
っ
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
る
 
そ

の
言
葉
に
﹁
ヨ
シ
！
頑
張
ろ
う
﹂と
何
度
も
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
 

　
台
湾
一
周
は
九
州
一
帯
程
の
距
離
 
そ
の
距
離
を
自
転

車
で
挑
戦
す
る
人
は
現
地
の
方
で
も
少
な
い
そ
う
で
す
 

　
走
り
終
え﹁
や
っ
た
ー
や
り
き
っ
た
！
﹂と
最
高
の
達
成
感

と
高
揚
感
を
満
喫
出
来
た
の
も
 
現
地
の
方
の
応
援
は
も
ち

ろ
ん
 
そ
の
都
度
居
場
所
と
安
否
を
確
認
し
て
く
れ
た
事
務

所
ス
タ
ッ
フ
の
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
や
台
湾
の
友
人
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
 
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
 

　
正
直
 
も
う
一
回
自
転
車
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
か
？
と
言
わ
れ

れ
ば
微
妙
で
す
が
 
台
湾
に
は
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
で

す
 
と
に
か
く
人
柄
が
良
い
 
ま
た
会
い
た
い
と
思
う
人
ば

か
り
で
す
 
こ
の
体
験
は
私
の
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
 
人
生
一
度
限
り
 
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
是
非
挑

戦
し
て
欲
し
い
 
貴
重
な
出
会
い
を
見
つ
け
る
為
に
も
 

琉
球
海
運
株
式
会
社  

営
業
部

真
栄
平 

亮

郷 ﹁
我
想
要
再
去
台
灣
﹂

~
ま
た
会
い
た
い
台
湾
~

諫
早
湾
の﹁
ギ
ロ
チ
ン
﹂

琉
球
海
運
株
式
会
社  

船
舶
部

山
﨑 

良
太

が
生
ま
れ
育
っ
た
長
崎
県
諫
早
市
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
 
ま
ず
 
長

崎
と
い
え
ば
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
中
華
街
 

眼
鏡
橋
や
軍
艦
島
な
ど
の
観
光
地
が
あ
り

ま
す
 
し
か
し
 
諫
早
市
に
は
有
名
な
観

光
地
は
な
く
 
過
去
に
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
 
１
９
９
７
年
に

諫
早
湾
干
拓
事
業
で
諫
早
湾
を
仕
切
る
た

め
 
約
３
０
０
枚
の
鋼
板
が
次
々
と
落
と

さ
れ
距
離
１
・
２

km
の
海
が
わ
ず
か
45
秒
で

締
め
切
ら
れ
ま
し
た
 
こ
の
様
子
を
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
“
ギ
ロ
チ
ン
”
と
形
容
さ
れ
 

一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
 

　

　
そ
ん
な

諫
早
の
グ
ル
メ
で
す
が
 

牡
蠣
や
鰻
 
ス
ッ
ポ
ン
に
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
が
有
名
で
 
そ
れ
に
合
わ

せ
る
日
本
酒
も
あ
り
ま
す
 
諫
早
で
唯
一
の

酒
蔵
﹁
杵
の
川
（
旧

黎
明
）
酒
造
﹂の
お
酒
で

す
 
沖
縄
に
も
唯
一
日
本
酒
を
造
る
﹁
泰
石

酒
造
﹂
が
あ
り
ま
す
が
 
実
は
 ﹁
杵
の
川
酒

造
﹂
か
ら
四
季
醸
造
（
暑
い
沖
縄
で
も
一
年

を
通
し
て
お
酒
を
造
れ
る
）
技
術
の
提
供
が

あ
り
 
日
本
最
南
端
の
日
本
酒
﹁
黎
明
﹂
が

生
ま
れ
ま
し
た
 
沖
縄
と
諫
早
が
日
本
酒

で
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
感
動
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
 
ど
ち
ら
の
お
酒
も

飲
み
や
す
く
と
て
も
美
味
し
い
で
す
 
酒
屋

や
居
酒
屋
で
見
か
け
た
際
は
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
 

　
こ
ん
な
諫
早
で
す
が
 
近
く
へ
お
越
し
の

際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
 
長
崎
市
の

眼
鏡
橋
よ
り
も
立
派
な
﹁
諫
早
公
園
の
眼

鏡
橋
﹂も
お
ス
ス
メ
で
す
！

私

❶諫早の位置

❷諫早湾のギロチン

❸諫早の眼鏡橋

❹泰石酒造の黎明

❺杵の川酒造の黎明

❶
❹

❺

❷

❸
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失
敗
談
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
貸
倒

れ
の
経
験
を
紹
介
し
ま
す
。
会
社
に
と
っ
て

損
失
と
な
る
の
で
、
後
輩
に
は
そ
れ
が
発

生
し
な
い
よ
う
意
識
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
2
度
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
1
件

目
は
、
ま
だ
入
社
3
年
目
頃
、
本
社
営
業

部
所
属
、
先
輩
社
員
か
ら
の
依
頼
で
貨
物

の
船
積
を
手
配
し
請
求
書
を
発
行
。
そ
の

後
先
輩
社
員
は
転
勤
、
数
ヶ
月
経
過
し
て

か
ら
相
手
先
か
ら
の
入
金
が
無
い
事
が
わ

か
り
、
確
認
し
ま
し
た
が
、
会
社
も
連
絡
つ

か
な
い
状
態
で
、
貸
倒
れ
と
な
り
ま
し
た
。

2
件
目
は
、
東
京
支
店
勤
務
の
頃
、
新
規

の
取
引
で
あ
っ
た
の
で
、
数
回
、
前
入
金
で

船
積
し
た
後
、
後
払
い
の
要
望
が
あ
り
、
管

理
職
へ
確
認
し
請
求
書
で
対
応
。
そ
の
分

が
入
金
さ
れ
ず
、
連
絡
の
と
れ
な
い
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
小
型
ヨ
ッ
ト
の
輸
送
だ
っ

た
の
で
、
入
金
後
の
引
渡
し
と
す
れ
ば
、
回

収
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

運
賃
回
収
が
大
事
！

与
信
管
理
規
程
に
つ
い
て

琉
球
海
運
株
式
会
社  
専
務
取
締
役

　

宮
城 

勝

失敗を通して 学んだ こと

回収不能と なった場合でも 海上運賃以外の経費である荷役賃

や付帯する配送料等は支払う こと になるので、大きな損失と なり

ます。20数年前に研修で派遣さ れた花王販売では新入社員研修

で「 未収は悪」と 教えています。同社は取引先から 一回納品分見

合いの金額を保証金として預り 取引を開始。回収も 取引額に応

じ 、条件は変わり ますが、小さ な店は納品後、次回納品前に支

払いを求め、確実に回収するしく みを取っていまし た。貸倒れが

発生するとその損失を埋めるのに利益率10％でも10倍の売上が

必要と なること から 絶対に発生し ない事を求めていまし た。

我が社は取引開始時の条件等、規程が無く 、管理職への確認

により 、売り 掛けの是非を判断していまし た。花王販売での経験

から 、規程が必要と 思慮していまし たので、2020年に企画部へ

要請し「 与信管理規程」を定めまし た。

次号執筆者へバトンタッ チ♪

琉球海運 グループ 戦略室  塩川室長

みんなに 伝えたい こと

未収金の発生はこちら 側で売り 掛けを認める事により 発生す

ると 言う 事を認識すべきです。ほと んどの場合、貨物の輸送費は

その貨物の商品価格と 比較すると 安価な額です。取引先は事前

に輸送料を支払う 能力はあると 思われます。

「 与信管理規程」では、新規相手先と の取引開始時の条件、そ

の限度額設定、回収義務等を定めています。是非、一読し 業務

で遵守するよう お願いし ます。

「 ○○です、社長をお願いします。」

長期休暇明け、久し ぶり に社長室へ取り 次ぐ 電話を取り

まし た。

他の職員と は席が近く 口頭で取り 次ぐ 事が多い為、社長

室と 聞いた途端焦ってしまいまし た。

社長室へ取り 次ぐ には、保留して内線番号を押すだけの

事ですが、先に内線を押してし まい、取り 次ぐ 事が出来ず…

もぉパニックです！！

社長室を行ったり 来たり 、いろんなボタンを押し たり 、長

い時間お待たせし たあげく 繋ぐことができずに切ってしまい

まし た。

結局、社長が「 掛け直すから 大丈

夫だよ 。」と 自ら 掛け直して下さ い

まし た。

失敗は成功の母

宮古港運株式会社  総務部　 下地 真沙美
失敗を通して 学んだ こと

失敗した事を分析し 、次に活かせるよう 対策を立てる。

日頃から 機構図や名刺などを整理し 、すぐ に確認でき

るよう に心掛けておく と 、少し は気持ちに余裕が持て、落

ち着いて応対できるよう になる。

単純な業務だから 大丈夫だろう …と 思う 仕事ほど、ミ

スをし やすく なるので丁寧に行う 。

みんなに 伝えたい こと

単純な業務だからこそ、ミ スをし やすいと 思います。

日頃から 準備や整理はもちろん、電話の操作などをき

ちんと 把握しておく こと が大切だと 思います。

休み明けは特に、仕事はいっ ぱい溜まっているのに気

持ちがふわふわして休みモード の時もあり ます。まずは、

単純な業務から 丁寧に徐々に片付けていく と 、気持ちも

仕事モード に切替わっていく と 思います。Ｔ ｏ Ｄ ｏ リスト

などを活用する方法もあり ます。

モチベーショ ンを上げるために、自分へのご褒美を考

えておく のも良い方法だと 思います。

わたし の失敗談みんな に 伝え た い

これまでの業務で体験した失敗をみんなで共有して学ぼう

v o l . 1
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